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一
九
八
五
年
の
日
本
経
営
史四

宮

俊

之

一
九
八
五
年
に
お
け
る
経
営
史
研
究
の
成
果
を
述
べ
る
に
先
立
っ
て
'(-
)

先
ず
最
初
に
経
営
史
学
会
が
同
年
に
出
版
し
た

『経
営
史
学
の
二
十
年
』

に
つ
い
て
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
本
で
は
'
そ
れ

ま
で
の
日
本
に
お
け
る
経
営
史
研
究
の
歩
み
と
今
後
の
課
題
が
論
評
さ
れ

る
と
と
も
に
'
主
な
研
究
業
績
が
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
も
の
を
含
め
て

時
代
や
産
業
別
'
そ
し
て

｢企
業

･
経
営
者
｣
'
｢経
営
理
念
｣
'
｢財
閥
｣
'

｢政
府
と
企
業
｣
'
｢会
社
制
度

･
企
業
金
融
｣
'
｢
日
本
的
経
営
｣
な
ど
の

各
分
野
別
に
紹
介
､
批
評
さ
れ
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
'
こ
の
本
の
序
文
に
お
い
て
中
州
敬

一
郎
会
長
が
指
摘
し
た

よ
う
に
'
最
近
の

一
〇
年
間
に
お
け
る
日
本
で
の
経
営
史
研
究
は
'
国
際

化
と
実
証
の
深
化
を
め
ざ
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
｡

一
九
八
五
年
に

つ
い
て
も
'
こ
う
し
た
傾
向
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
た
'

も
う

一
つ
の
近
年
の
特
徴
は
､
第

一
次
大
戦
後
の
戦
間
期
'
さ
ら
に
第
二

次
大
戦
以
後

へ
と
'
研
究
の
対
象
時
期
が
延
び
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡

研
究
の
多
様
化
'
細
分
化
も
顕
著
に
な
っ
て
い
る
｡
そ
れ
と
と
も
に
'
経

営
史
研
究
に
お
け
る
問
題
意
識
と
方
法
や
実
証
と
の
関
わ
り
方
が
'
前
者

に
つ
い
て
の
論
議
の
深
化
を
含
め
て
､
今
日
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
｡

印

徳
川
時
代
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス

こ
の
時
代
に
つ
い
て
の
経
営
史
研
究
は
'
概
し
て
少
な
い
｡
そ
の
な
か

で

一
応
纏
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
'
賀
川
隆
行
に
よ
る
三
井
家
に
つ
い
て

(z
)

の
研
究
が
あ

っ
た
｡
『近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
』
は
'

一
八
世
紀
よ
り

一
九
世
紀
後
半
の
明
治
維
新
直
後
に
至
る
事
業
活
動
に
つ
い
て
､
経
済
史

的
視
点
の
も
と
に
分
析
し
'
事
業
の
動
向
や
資
本
蓄
積
様
式
な
ど
を
か
な

(3
)

り
明
ら
か
に
し
た
｡
同

｢
三
井
両
替
店
の
大
名
金
融
｣

は
'
大
名

へ
の
資

金
貸
付
の
実
態
を
調
べ
て
い
る
｡
森
泰
博

｢文
化
期
ま
で
の
御
用
金
と
鴻

(4
)

池
家
｣
も
､
三
井
家
と
並
ぶ
豪
商
で
あ
っ
た
鴻
池
家
が
関
わ
っ
た

一
八

一

〇
年
代
ま
で
の
幕
府
大
名

へ
の
資
金
貸
付
を
検
討
し
て
い
る
｡
上
村
雅
洋

Ilr･･]

｢近
江
商
人
西
川
伝
右
衛
門
家
の
松
前
経
営
｣
は
'
今
日
の
滋
賀
県
近
江

地
方
出
身
の
商
人
に
よ
る
漁
業
と
海
運
を
中
心
と
し
た
事
業
経
営
の
消
長

を
分
析
し
て
い
る
｡
末
永
国
紀

｢幕
末
の
京
都
両
替
商
の
倒
産
と
近
江
商

(6
)

人
-

伊
勢
藤
と
丁
吟
を
中
心
に
｣
は
'
近
江
地
方
出
身
商
人
の
間
で
の

金
融
取
引
関
係
を
取
り
上
げ
て
い
る
｡
ま
た
全
国
規
模
で
な
く
'
地
方
規
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模
の
商
人
の
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
と
し
て
は
'
中
山
富
広

｢近
世
後
期

在
町
に
お
け
る
豪
商
の
形
成
と
発
展
過
程
-

備
後
府
中

･
延
藤
家
の
分

(7
)

析
｣
や
､
岩
崎
宏
之

｢近
世
後
期
に
お
け
る
地
方
都
市
商
人
の
動
向
-

(8
)

常
州
土
浦
町
大
国
屋
徳
兵
衛
の
場
合
｣
'
長
谷
川
彰

｢幕
末
期
に
お
け
る

醤
油
醸
造
経
営
-

播
州
龍
野

･
円
尾
家
の
場
缶

)が
あ
っ
た
O

三
好
信
浩
に
よ
る
商
人
教
育
の
研
究
も
注
目
さ
れ
る
｡
三
好
信
浩

『日

へ10
)

本
商
業
教
育
成
立
史
の
研
究
-

日
本
商
業
の
近
代
化
と
教
育
』
は
'
こ

の
時
代
の
商
家
で
の
商
人
教
育
と
明
治
時
代
以
降
の
学
校
で
の
商
業
教
育

と
の
間
の
連
続
面
と
非
連
続
面
を
明
ら
か
に
し
た
｡
同

｢江
戸
時
代
商
家

(;
)

家
法
の
教
育
条
項
｣
は
'
商
家
の
家
法
が
も
っ
た
商
業
教
育
上
の
意
義
を

(12
)

論
じ
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
に
'
斉
藤
修

｢商
家
奉
公
人
と
雑
業
者
｣
は
'

大
阪
の
大
商
家
で
の
奉
公
人
の
雇
用
の
増
加
と
長
期
化
'
年
功
序
列
と
内

部
昇
進
制
の
採
用
が
'
そ
の
支
店
網
を
通
じ
て
江
戸
な
ど
他
都
市
で
の
商

家
奉
公
人
の
雇
用
に
も
及
ん
で
'
都
市
労
働
市
場
に
長
期
奉
公
人
層
と
短

期
雑
多
な
職
業
従
事
者
層
の
二
極
分
化
を
も
た
ら
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
｡

(13
)

小
林
正
彬

｢住
友
の
誕
生
-

財
閥
創
業
者
と
仏
教
｣
は
'
豪
商
の
成
長

を
家
系
の
属
し
た
仏
教
宗
派
と
の
関
係
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
'
そ
の
着

眼
点
に
今
後
の
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
｡
正
田
健

一
郎

｢
日
本
近
代

(14
)

と
職
分
観
｣
は
'
こ
の
時
代
の
社
会
に
形
成
さ
れ
た
独
特
な
職
業
上
の
役

割
観
を
明
治
維
新
の
思
想
的
原
動
力
と
し
て
論
じ
て
お
り
'
ビ
ジ
ネ
ス
の

担
い
手
た
ち
が
も
っ
た
職
分
観
の
理
解
に
も
相
通
ず
る
も
の
と
し
て
興
味

を
引
か
れ
る
｡

榔

明
治
時
代
か
ら
第
二
次
大
戦
期
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

(財
閥

･
同
族
企
業

･
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
)

最
初
に
'
財
閥
の

一
般
的
特
徴
な
ど
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
'
安
岡
重

(15
)

明
他
者

『財
閥
の
比
較
史
的
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
安
岡

･
宮
本
又
郎

･

石
川
健
次
郎
の
各
論
文
に
つ
い
て
の
紹
介
か
ら
始
め
よ
う
｡
こ
の
う
ち
'

安
岡

｢財
閥
の
比
較
史
的
研
究
の
素
描
｣
は
'
日
本
の
財
閥
と
世
界
の
財

閥
的
家
族
企
業
の
国
際
比
較
を
試
み
て
い
る
｡
宮
本

｢家
族
企
業

･
会
社

制
度

･
経
営
成
果
｣
は
'
日
本
の
家
族
企
業
の
経
営
的
特
質
を
会
社
制
度

や
経
営
成
果
の
面
か
ら
分
析
し
て
'
注
目
さ
れ
る
｡
石
川

｢財
閥
系
企
業

の
財
務
的
特
徴
｣
は
'

一
九
四
〇
年
の
大
企
業
に
つ
い
て
の
経
営
成
果
の

比
較
検
討
か
ら
財
閥
系
企
業
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で

(16
)

あ
る
｡
こ
の
他
に
石
川
は
'
｢財
閥
系
企
業
の
所
有
と
利
益
処
分
｣
に
お

い
て
も
､
財
閥
系
企
業
の
所
有
集
中
度
と
収
益
性
や
利
益
処
分
の
関
係
を

(17
)

検
討
し
た
｡
こ
の
ほ
か
に
'
武
田
晴
人
の

｢資
本
蓄
積
㈱

財
閥
｣
は
'

第

一
次
大
戦
期
に
お
け
る
財
閥
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
化
の
経
済
的
意
義
を
論

述
し
て
い
る
｡

次
に
'
有
力
財
閥
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
'
先
ず
三
菱
財
閥
に
つ
い

て
の
麻
島
昭

一
に
よ
る
資
金
の
流
れ
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

一
連
の
分
析
が

注
目
さ
れ
る
｡
麻
島

｢戦
時
体
制
期
の
三
菱
財
閥
-

収
支
構
造
を
中
心

(18
)

と
し
て
｣
は
'

一
九
三
七
年
以
降
の
戟
時
期
に
お
け
る
三
菱
の
自
己
金
融

力
の
低
下
を
明
ら
か
に
し
た
｡
同

｢第

一
次
大
戦
後
の
三
菱
財
閥
の
金
融

(19
)

-

財
閥
企
業
と
財
閥
金
融
機
関
の
関
係
｣
は
'
財
閥
内
の
金
融
部
門
と

他
部
門
の
金
融
的
依
存
関
係
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
｡
同

｢
三
菱
財
閥
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(20
)

の
株
式
公
開
-

資
金
調
達
面
か
ら
の
考
察
｣
は
'
株
式
公
開
に
よ
る
外

部
資
金
の
調
達
を
分
析
し
て
い
る
｡
ま
た
津
田
秀
夫

｢
三
菱
財
閥
に
お
け

(21
)

る
内
部
監
査
機
構
の
変
遷
㈱
｣
は
'
三
菱
財
閥
の
本
社
に
よ
る
各
事
業
単

位
の
間
接
的
管
理
の
制
度
的
整
備
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
｡
柴
孝
夫

｢昭
和
戦
前
期
l二
菱
重
工
の
自
動
車
製
造
事
業
-

再
進
出
と
そ
の
挫

(22
)

折
｣
は
'
第
二
次
大
戦
前
の
自
動
車
工
業
へ
の
取
組
み
と
断
念
を
検
討
し

て
い
る
｡

安
田
財
閥
に
つ
い
て
は
'
由
井
常
彦

｢安
田
商
店
の
経
営
と
資
本
蓄

臥
諾

あ
っ
た
｡
由
井
論
文
は
､
明
治
初
期
の
安
田
の
事
業
活
動
が
通
説

の
よ
う
な
過
度
に
投
機
的
な
も
の
で
は
な
く
'
資
本
蓄
積
も
未
だ
十
分
で

な
か
っ
た
と
論
じ
て
い
る
｡
小
早
川
洋

一
｢安
田
善
次
郎
死
後
の
安
田
財

(24
)

閥
の
再
編
成
1

結
城

･
森
改
革
の
過
程
と
意
義
に
つ
い
て
｣
は

'

一
九

二
〇
年
代
か
ら
の
二
人
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
経
営
改
革
の
連
続
性
に
つ
い
て
､

(25
)

同

｢昭
和
期
に
お
け
る
安
田
財
閥
に
つ
い
て
の
覚
書
｣
は
'
傘
下
子
会

社

･
安
田
商
事
の
持
株
会
社
化
と
本
社
や
同
族
へ
の
融
資
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
て
い
る
｡

三
井
財
閥
に
つ
い
て
は
へ
鈴
木
邦
夫

｢戦
時
経
済
統
制
下
の
三
井
物
産

批
J%

､
戦
時
期
の
物
産
の
商
品
取
引
活
動
の
実
態
を
論
述
し
て
い
る
｡

ま
た
小
畑
二
郎

｢三
井
財
閥
に
よ
る
鉄
鋼
業
の
展
開
過
程

(
一
九

二
二
-

(27
)

一
九
三
三
)｣
は
'
鉄
鋼
業
へ
の
取
組
み
と
'
そ
の
放
棄
を
扱
っ
て
い
る
｡

地
方
財
閥
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
ん
だ
｡
早
-
か
ら
研
究
を
先
行
さ
せ

表
E

て
い
た
森
川
英
正
は
'
『地
方
財
閥

』

に

お
い
て
'
明
確
な
経
営
史
的
間

蓮
意
識
の
も
と
に
'
非
独
占
的
な
地
方
同
族
企
業
に
お
け
る
財
閥
化
志
向

の
経
営
行
動
'
す
な
わ
ち
同
族
の
封
鎖
的
な
所
有

･
支
配
と
事
業
多
角
化

の
展
開
を
論
じ
て
注
目
さ
れ
た
｡
ま
た
森
川
が
除
い
た
東
京
な
ど
の
国
内

主
要
都
市
を
含
め
た
地
方
資
産
家
に
つ
い
て
'
そ
れ
を
地
方
財
閥
と
し
て

総
体
的
に
扱
っ
た
渋
谷
隆

一
｢資
本
主
義
の
発
展
と
地
方
資
産
家

(財

(29
)

閥
)｣
も
あ
っ
た
｡
ま
た
畠
山
秀
樹
の
四
論
文
'
す
な
わ
ち

｢筑
豊
炭
砿

企
業
家
の
形
成
と
発
展
臥
…
),
｢筑
豊
麻
生
家
の
家
法
｣
,
｢月
島
家
の
家

(31
)

(32
)

(33
)

憲
｣
へ
｢麻
生
家
炭
業
の
発
展
と
家
法
｣
は
'
西
日
本
の
有
力
炭
鉱
業
者

で
あ
っ
た
月
島
家
と
麻
生
家
の
事
業
発
展
と
財
閥
化
の
動
き
を
追
っ
て
い

(34
)

る
｡
村
上
は
つ

｢中
埜
財
閥
の
形
成
｣
は
中
部
地
方
で
の
一
地
方
財
閥
の

事
業
と
出
資
関
係
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
加
藤
隆

｢繁
田
家
に
お

(35
)

け
る
家
業

(醤
油
醸
造
)
の
展
開
と
黒
須
銀

行
｣は
地
方
同
族
企
業
の
限

界
を
扱
っ
て
い
る
｡

こ
の
他
の
財
閥
も
し
-
は
同
族
企
業
の
研
究
に
は
'
鴻
池

一
族
の
事
業

を
対
象
に
し
た
広
山
謙
介

｢鴻
池
家
の
信
託
業
へ
の
進
出

仙I
鴻
池
信

(36
)

託
株
式
会
社
の
概
観
と
そ
の
人
的
構
成
｣
と
'
｢鴻
池
家
の
明
治
二
〇
年

代
の
算
用
臥
…
)も
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
近
年
の
研
究
で
特
定
の
同
族
に
よ
る
封
鎖
的
な
所
有

･
支

配
の
欠
如
か
ら
財
閥
へ
の
区
分
け
を
疑
問
視
す
る
意
見
が
多
-
な
っ
た
新

興
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

(あ
る
い
は
新
興
財
閥
)
に
つ
い
て
は
'
先
ず
大
塩
武

に
よ
る
日
豊
に
つ
い
て
の

一
連
の
研
究
が
あ
る
｡
大
塩
は
'
｢朝
鮮
窒
素

肥
料
株
式
会
社
の
収
益
に
関
す
る

妄

臥
…
)と

｢長
津
江
開
発
を
め
ぐ
る

(39
)

日
豊
と
三
菱
の
対
立
に
つ
い
て
｣
に
よ
っ
て
'

一
九
三
〇
年
前
後
か
ら
の

(40
)

朝
鮮
で
の
事
業
を
検
討
し
'
ま
た

｢
日
豊
関
係
会
社
の
設
立
と
異
動
｣
で
'
81
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全
関
係
会
社
の
系
譜
を
概
説
し
て
い
る
｡
ま
た
第
二
次
大
戦
期
に
巨
大
軍

需
企
業

へ
急
成
長
し
て
中
島
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
呼
ば
れ
た
中
島
飛
行
機
に

つ
い
て
は
,
麻
島
昭

1
｢戦
時
体
制
期
の
中
島
飛
行
臥
諾

中
島
系
企
業

集
団
を
財
閥
で
も
'
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
で
も
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
と
と
も

に
,
同

｢第
二
次
大
戦
末
期
の
中
島
飛
行
臥
憲

,
戦
争
末
期
の
事
業
活

動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
｡

(製
造
業
)

綿
糸
紡
織
工
業
か
ら
見
て
い
-
と
'
宮
本
又
郎

｢大
阪
紡
績
の
製
品

･

(43
)

市
場
戦
略
-

大
阪
紡
績
経
営
史

へ
の
断
章
｣
と
清
川
雪
彦

｢
日
本
綿
紡

績
業
に
お
け
る
リ
ン
グ
紡
機
の
採
用
を
め
ぐ
っ
て
-

技
術
選
択
の
視
点

よ
烏

〉が
先
ず
注
目
さ
れ
る
｡
宮
本
論
文
は
,
日
本
最
初
の
本
格
的
な
近

代
紡
績
企
業
で
の

一
八
九

〇
年
代
中
頃
よ
り
の
競
争
力
低
下
を
考
察
し
て

い
る
｡
清
川
論
文
は
t

T
八
八
九
年
頃
ま
で
に
業
界
の
大
勢
と
な
っ
た
リ

ン
グ
紡
機
の
採
用
を
技
術
者
主
導
型
の
技
術
選
択
と
し
て
論
じ
た
も
の
で

あ
る
｡
桑
原
哲
也

｢在
華
紡
績
業
の
生
成
に
関
す
る
製
品
市
場
構
造
的

･
企
業

(45
)

者
性
能
的
分
析
-

富
士
瓦
斯
紡
績
会
社
と
和
田
豊
治
｣
は
'
有
力
企
業

の

一
つ
に
お
け
る
戦
略
の
特
徴
と
中
国

へ
の
工
場
進
出
を
社
長
の
業
界

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
の
関
連
か
ら
検
討
し
て
い
る
｡
龍
谷
直
人

(46
)

｢大
日
本
紡
績
連
合
会
｣
は
t

t
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
業
界
で
の
カ
ル

テ
ル
活
動
の
組
織
的
動
揺
と
再
編
の
動
き
を
論
じ
た
も
の
で
興
味
深
か
っ

た
｡
永
江
鼻
夫

｢九
州
紡
績
株
式
会
社
と
三
井
財
閥
-

『大
阪
支
店
事

(47
)

件
』
を
契
機
と
す
る
関
係
の
変
化
｣
は
'

一
九

〇
〇
年
前
後
の
西
日
本
に

お
け
る
地
方
企
業
の
投
機
的
取
引
の
失
敗
と
､
そ
の
後
の
財
閥
傘
下
へ
の

(48
)

吸
収
を
扱
っ
て
い
る
｡
高
村
直
助

｢資
本
蓄
積
印

軽
工
業
｣
は
'
第

一

次
大
戦
後
の
綿
糸
紡
肯
業
と
製
糸
業
の
経
営
動
向
と
外
国
進
出
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
｡

そ
こ
で
'
製
糸
業
に
つ
い
て
次
に
見
る
と
'
平
本
厚

｢合
資
岡
谷
製
糸

(49
)

会
社
の
成
立
-

諏
訪
巨
大
製
糸
資
本
の
形
成
㈲
｣
と
'
｢合
資
岡
谷
製

糸
会
社
の
資
本
蓄
積
-

諏
訪
巨
大
製
糸
資
本
の
形
成
臥
諾

,
有
力
企

業
の

1
つ
に
お
け
る
独
特
な
事
業
拡
大
と
資
本
蓄
積
の
展
開
を
検
討
し
て

い
る
｡
織
物
業
に
つ
い
て
は
'
大
島
栄
子

｢絹
綿
交
織
物
産
地
の
形
成
過

(51
)

程
-

満
州
杵
蚕
糸
と
賃
機
に
よ
る
後
進
機
業
見
附
の
産
地
形
成
｣
と
'

水
原
正
章

｢両
大
戦
間
に
お
け
る
絹
織
物
会
社
-

滋
賀
県
八
日
市
市
の

滋
賀
織
布
株
式
会
社
の
場
A
L
s
jが
あ
っ
た
｡

鉄
鋼
業
に
つ
い
て
の
研
究
は
'

一
九
二
〇
-
一
九
三
〇
年
代
に
専
ら
集

中
し
た
｡
岡
崎
哲
二
は
'
｢
T
九
三
〇
年
代
前
半
の
日
本
鉄
鋼
業
と
製
鉄

(53
)

合
同
｣
に
よ
っ
て
'

1
九
三
四
年
の
製
鉄
企
業
大
合
同
に
先
立
つ
経
済
的

諸
条
件
の
変
化
と
合
同
案
の
関
連
を
検
討
し
'
さ
ら
に

｢銑
鉄
共
同
組

(3;)

(55
)

合

｣

と

｢
関
東
鋼
材
販
売
組
合
と
鋼
材
連
合
会
｣
の
二
論
文
で
'

一
九
二

〇
年
代
後
半
か
ら
の
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
銑
鉄
と
鋼
材
市
場
価
格
の
安
定
化

を
市
場
分
析
に
重
点
を
お
い
て
論
じ
て
い
る
｡
藤
井
信
幸

｢昭
和
初
期
八

(56
)

幡
製
鉄
所
の
生
産
費
動
向
｣
は
'
製
鉄
企
業
大
合
同
の
主
役
と
な
っ
た
官

営
製
鉄
所
の
先
行
的
な
生
産
費
の
削
減
を
検
討
し
'
大
合
同
へ
の
参
加
を

生
産
費
切
下
げ
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
｡
ま
た
'
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一
九
二
〇
年
代
の
カ
ル
テ
ル
効
果
を
疑
問
と
し
た
木
村
隆
俊

｢両
大
戦
間

(57
)

日
本
鉄
鋼
業
分
析
｣
も
あ
る
｡
こ
の
他
に
'
奈
倉
文
二

｢旧

『満
州
』
鞍

山
製
鉄
所
の
経
営
発
展
と
生
産
技
術
-

原
料
資
源
条
件
と
の
関
連
を
中

(58
)

心
に
｣
は
'
日
本
に
よ
る
中
国
東
北
部
で
の
製
鉄
事
業
の
一
九
二
〇
年
代

以
降
に
お
け
る
経
営
動
向
を
生
産
技
術
と
原
料
資
源
と
の
関
連
で
検
討
し

て
い
る
｡

金
属
加
工
業
に
お
い
て
は
,
内
田
星
美

『時
計
工
業
の
発
乱
的
)が
あ
っ

た
｡
同
書
は
､
時
計
工
業
の
国
際
的
な
発
達
史
と
'
国
内
最
大
手
企
業
の

精
工
舎
な
ど
で
の
生
産
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
歴
史
的
な
展
開
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
｡
ま
た
'
小
島
健
司

｢明
治
の
時
計
産
業
㈲
-

模
倣
の
時

(S
)

代
｣
は
'
輸
入
と
流
通
の
実
態
を
検
討
し
て
い
る
｡
沢
井
実

｢戦
前
期
日(61
)

本
鉄
道
車
輪
工
業
の
展
開
過
程
I

l
八
九
〇
年
代
-
1
九
二
〇
年
代
｣

は
'
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
生
成
を
産
業
史
的
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
あ
る
.
谷
口
豊

｢戦
間
期
に
お
け
る
日
本
紡
織
機
械
工
業
の
展
開
-

(62
)

綿
紡
織
機
械
工
業
の
研
究
開
発
｣
は
'
発
明
や
研
究
開
発
の
法
人
化

･
組

織
化
の
閉
篭
を
扱
っ
て
い
る
｡
さ
ら
に
'
小
倉
信
次

｢
日
本
電
機
工
業
に

(63
)

お
け
る
中
小
企
業
間
題
生
成
に
関
す
る

一
考
察
｣
や
'
本
台
進

｢軽
機
械

工
業
の
発
展
と
部
品
の
規
格
標
準
化
-

石
油
発
動
機
と
ミ
シ
ン
の
事

(S
)
例
｣もあ
っ
た
｡

化
学
工
業
に
つ
い
て
は
,
鈴
木
恒
夫

｢
日
本
硫
安
工
業
史
転

窄

第

一
次
大
戦
期
以
降
の
国
際
的
産
業
関
係
を
視
野
に
入
れ
た
自
立
過
程
の
分

(66
)

折
で
注
目
さ
れ
る
｡
武
田
晴
人

｢過
燐
酸
同
業
者

会
｣
は
'

一
九
二
〇
年

代
の
業
界
で
の
カ
ル
テ
ル
統
制
の
有
効
性
を
主
張
し
て
い
る
｡
鈴
木
茂

(67
)

｢戦
時
下
石
炭
液
化
工
業
政
策
と
帝
国
燃
料
興
業
株
式
会
社
｣
や
､
岩
田
(68
)

廉

･
井
原
聡

｢
日
本
に
お
け
る
電
気
化
学
工
業
の
成
立
と
電
気
技
術
｣
も

見
出
せ
る
｡

こ
の
他
の
製
造
業
に
つ
い
て
は
'
本
宮

一
男

｢両
大
戦
間
期
に
お
け
る

製
粉
業
独
占
体
臥
…
)が
,
そ
こ
で
の
大
企
業
の
優
位
確
立
と
,
独
占
の
形

(70
)

成
を
検
討
し
て
い
る
｡
ま
た
橋
本
寿
朗

｢
セ
メ
ン
ト
連
合

会
｣
は
､
同
じ

戦
間
期
に
お
け
る
セ
メ
ン
ト

･
カ
ル
テ
ル
の
統
制
効
果
を
論
じ
て
注
目
さ

れ
る
O
地
方
で
の
事
業
に
つ
い
て
は
'
老
川
慶
喜

｢川
口
鋳
物
業
と
永
瀬

庄
吉
の
企
業
家
括
臥
Jh.
)%
あ
る
.

(電
力

･
鉱
山
業
)

電
力
業
に
つ
い
て
は
,
橋
川
武
郎

｢電
力
連
臥
諾

l
九
三
〇
年
代
の

業
界
カ
ル
テ
ル
の
統
制
効
果
を
肯
定
的
に
論
じ
た
ほ
か
'
同

｢電
力
国
家

管
理

･
電
気
事
業
再
編
成
研
究
-

電
力
国
家
管
理
研
究
の
新
視
角
肱
JP
)

が

一
九
三
九
年
以
降
の
戦
時
国
家
管
理
に
つ
い
て
の
研
究
動
向
を
サ
ー
ベ

イ
し
て
い
る
｡
ま
た
事
例
研
究
と
し
て
は
'
小
池
重
喜

｢第

一
次
大
戦
前

(74
)

後
の
群
馬
県
電
力
産
業
｣
'
田
中
龍
三

｢阪
神
電
鉄
の
明
治

･
大
正
期
に

(75
)

お
け
る
電
灯

･
電
力
事
業
｣
も
あ
っ
た
｡
鉱
山
業
に
つ
い
て
は
'
松
尾
純

広

｢石
炭
鉱
業
連
合
会
と
昭
和
石
炭
株
式
会
臥
諾

､

一
九
二
〇
～
1110

年
代
の
業
界
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
統
制
の
有
効
性
と
強
化
を
論
じ
て
い
る
｡

(金
融

･
保
険
業
)

こ
の
分
野
で
は
'
こ
れ
ま
で
未
開
拓
な
ケ
ー
ス
の
研
究
が
専
ら
進
ん
だ
｡
83
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銀
行
業
に
つ
い
て
は
､
長
崎
で
の
外
国
銀
行
の
営
業
活
動
を
扱
っ
た
立
脇

(77
)

和
夫

｢
戦
前
期
長
崎
に
お
け
る
外
国
銀
行
と
そ
の
特
徴
｣
'
海
外
の
日
系

移
民
向
け
の
特
異
な
銀
行
を
扱
っ
た
木
村
健
二

｢京
浜
銀
行
の
成
立
と
崩

(78
)

壊
-

近
代
日
本
移
民
史
の

一
側
面
｣
が
み
ら
れ
る
｡
桶
川
武
郎

｢
戦
間

期
の
社
債
発
行
と
銀
行
肱
Ja
),
同

｢
戦
間
期
の
社
債
発
行
と
信
託
会
社
小

五

…
)は
,
銀
行
と
信
託
会
社
の
社
債
発
行
業
務
を
扱
っ
て
い
る
O
信
託

業
に
つ
い
て
は
,
麻
島
昭

一
も

｢愛
知
県
信
託
業
の
二
つ
の
道
旧
札
JG
で

,

名
古
屋
を
中
心
と
し
た
地
方
の
信
託
業
を
検
討
し
た
｡

保
険
業
に
つ
い
て
は
'
小
林
惟
司

｢明
治
期
日
本
に
お
け
る
外
国
生
保

(82
)

会
社
の
営
業
状
況
｣
と
'
同

｢
比
較
生
保
経
営
史
に
関
す
る

一
考
察
-

明
治
期
日
本
に
お
け
る
外
国
会
社
と
内
国
会
社
の
経
営
比
鞄

が

,
日
本

で
の
外
国
企
業
の
営
業
活
動
を
後
の
撤
退
と
絡
め
て
検
討
し
て
い
る
｡
ま

た
国
内
企
業
の
社
史
文
献
を
論
評
し
た
麻
島
昭

l
｢生
命
保
険
会
社
史
の

(a
)

一
考
察

｣

も

あ
る
｡

(鉄
道
業

･
海
運
業
)

こ
の
分
野
で
も
'
未
開
拓
な
ケ
ー
ス
の
研
究
が
多
か
っ
た
｡
鉄
道
業
に

つ
い
て
は
'
東
候
正

｢明
治
期
鉄
道
会
社
の
経
営
紛
争
と
株
主
の
動
向

(85
)

-

『九
州
鉄
道
改
革
運
動
L
を
め
ぐ
っ
て
｣
は
'
西
日
本
で
の
石
炭
業

と
結
び
つ
い
た
有
力
鉄
道
企
業
の

一
八
九
八
年
か
ら
の
経
営
陣
と
株
主
の

対
立
を
検
討
し
て
い
る
｡
近
藤
禎
夫

｢鉄
道
原
価
計
算
制
度
史
研
究
序
説

(86
)

1
官
営
時
代
に
お
け
る
国
鉄
原
価
計
算
制
度
の
展
開
｣
は
､

1
九
二
六

年
以
降
に
お
け
る
鉄
道
原
価
計
算
方
式
の
制
度
化
に
つ
い
て
の
試
み
を
抜

っ
た
も
の
で
あ
る
｡

国
有
化
さ
れ
て
い
-
鉄
道
も
含
め
た
私
鉄
に
つ
い
て
の
ケ
ー
ス

･
ス
タ

デ
ィ
と
し
て
は
'
今
城
光
英

｢甲
武
鉄
道
会
社
の
成
立
と
展
開
閏
-

地

方
公
益
企
業
の
形
成
過
臥
川
),
西
藤
二
郎

｢
田
原
本
鉄
道
の
形
成
過
程
と

(i
)

経
営
者
の
理
念
｣
､
野
田
正
穂

｢
西
武

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
成
に
つ
い

(8
)

(抑
)

て
｣
､
武
知
京
三

｢南
海
鉄
道
の
電
化
と
労
務
問
題

1斑
｣

'

佐
藤
英
達

(91
)

｢
明
治
末
期

一
地
方
鉄
道
の
経
営
計
画
と
そ
の
挫
折
｣
'
藤
田
貞

一
郎

(92
)

｢
江
若
鉄
道
の
成
立
と
大
津
市
｣
が
あ
っ
た
｡
ま
た
史
料
や
研
究
の
サ
ー

ベ
イ
と
し
て
'
青
木
栄

一
｢
わ
が
国
の
鉄
道
史
研
究
に
お
け
る
外
国
語
文

(93
)

献
の
意
義
と
性
格
｣
､
高
橋
泰
隆

｢南
満
州
鉄
道
株
式
会
社

(満
鉄
)
史

(94
)

研
究
の
現
状
と
課
題
｣
も
見
ら
れ
る
｡

海
運
業
に
つ
い
て
は
'
脇
村
義
太
郎

｢両
大
戦
間
の
油
槽
船
-

世
界

の
中
の
目
先

)が
,
そ
の
事
業
の
生
成
史
と
と
も
に
､
国
内
有
力
海
運
企

業
側
で
の
関
心
の
低
さ
や
海
軍
か
ら
の
支
援
を
明
ら
か
に
し
て
注
目
さ
れ

る
.
山
下
幸
夫

｢
1
九
三
〇
年
代
の
海
運
業
-

不
況
の
回
復
か
ら

r黄

(96
)

金
期
』

へ
｣
は
'
主
に
日
本
郵
船
の
事
業
活
動
を
検
討
し
て
い
る
｡
牧
野

(97
)

隆
信

｢
北
前
船
主
の
資
産
形
成
｣
は
'
明
治
期
に
残
っ
て
い
た
伝
統
的
な

日
本
型
帆
船
業
者
の
生
き
残
-
方
策
を
扱
っ
て
い
る
｡
ま
た
大
阪
商
船
会

社
の
遠
洋
定
期
航
路
拡
充
政
策
の
展
開
を
放
っ
た
杉
崎
京
大

｢
戦
間
期
に

お
け
る
大
阪
商
船
の
航
路
政
策
-

日
英
海
運
企
業
の
比
較
経
営
史
的
覚

(98
)

書
｣
や
､

1
八
八
〇
年
代
に
お
け
る
国
内
有
力
海
運
企
業
の

1
つ
を
取
上

(99
)

げ
た
井
上
洋

一
郎

｢共
同
運
輸
会
社
の
経
営
｣
も
あ
っ
た
｡
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学史普経

(経
営
思
想
な
ど
)

諭m
E

瀬
岡
誠

｢財
閥
経
営
者
の
準
拠
集
団
-

鈴
木
馬
左
也
の
場
合

｣

と

'

(1-1
)

｢早
川
千
吾
郎
の
理
念
と
行
動
-

そ
の
準
拠
集
団
行
動
｣
は
'
住
友
財

閥
と
三
井
財
閥
の
有
力
な
経
営
首
脳
の
二
人
が
も
っ
て
い
た
国
益
志
向
意

識
な
ど
を
'
彼
ら
の
各
々
が
若
-
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
精
神
的
'
思
想
的

な
準
拠
集
団
と
の
関
連
で
伝
記
論
的
に
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
｡
小
林
正

(畑
)

彬

｢政
商
論
-

山
路
愛
山

『現
代
金
権
史
』
に
よ
せ
て

｣

は

'
政
治
癒

着
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
志
向
し
た
企
業
家
や
財
閥
を
三
つ
に
類
型
化
し
て
検

討
し
て
い
る
｡

ま
た
'
前
掲
し
た
三
好
信
浩

『日
本
商
業
教
育
成
立
史
の
研
究
』
に
加

(m
)

え
て
'
片
岡
信
之

｢明
治
中
期
に
お
け
る
商
業
教
育
制
度
｣
も
'
ま
た
明

治
期
の
商
業
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
扱
っ
て
い
る
｡

(人
事

･
労
務
管
理
'
労
使
関
係
)

こ
の
分
野
に
お
い
て
は
'
先
ず
米
川
伸

一
｢明
治
期
大
紡
績
企
業
の
職

員
臥

J5
)が

注
目
さ
れ
る
｡
米
川
論
文
は
,
明
治
期
に
雇
入
れ
ら
れ
た
高
学

歴
の
中
間
管
理
職
貝
の
雇
用
状
況
と
役
割
を
当
該
企
業
の
成
長
と
関
連
さ

せ
て
考
察
し
て
い
る
｡
ま
た
千
本
暁
子

｢財
閥
の
使
用
人
制
度
-

形
成

(価
)

期
の
三
菱
財
閥

｣

は

'

一
八
七
五
年
か
ら

一
八
七
八
年
に
か
け
て
の
三
菱

汽
船
会
社
の
使
用
人
雇
用
状
況
と
管
理
の
体
系
化
を
や
は
り
中
間
管
理
職

貞
層
を
中
心
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
｡

他
方
,

1
寸
木
俊
昭

｢
日
本
に
お
け
る
工
場
管
理
の
近
代
晦

は

､

1

九
〇
〇
年
前
後
か
ら
の
現
業
と
し
て
の
工
場
管
理
の
実
態
と
近
代
化
の
プ

ロ
セ
ス
を
労
務
管
理
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
｡
日
本
で
の
科
学
的
管
理
法

の
導
入
を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
は
'
高
橋
衛

｢大
正
-
昭
和
初
期
に
お

(抑
)

け
る

『科
学
的
管
理
法
』
の
導
入
川
畑

｣

と

'
斉
藤
毅
憲

｢
日
本
に
お
け

る
科
学
的
管
理
の
形
成
-

上
野
陽

一
と
科
学
的
管
理
論
者
の
交
流
を
め

ぐ
つ
㌔

)が

あ
る
｡
菅
山
真
次

｢
一
九
二
〇
年
代
の
企
業
内
養
成
工
制
度

1㈹
l

-

日
立
製
作
所
の
事
例
分
析

｣

は

'
日
立
製
作
所
で
の
企
業
内
労
働
者

養
成
制
度
の
定
着
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
労
使
関
係
の
分
野
で
は
'
経
営
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の

本
格
的
研
究
を
見
出
せ
な
か
っ
た
｡
そ
れ
で
も
多
少
関
連
し
た
研
究
を
取

上
げ
る
な
ら
ば
'
千
本
暁
子

｢職
工
問
題
対
策
か
ら
み
た
明
治
期
雇
用
関
(110
)

係
-

転
換
の
契
機
と
し
て
の
同
業
組
合
準
則
の
制
定
に
着
目
し
て
｣
は

工
場
労
働
者
の
雇
用
規
制
問
題
の
推
移
か
ら
雇
用
関
係
の
変
遷
を
検
討
し

(m
)

て
い
る
｡
市
原
博

｢戦
間
期
北
炭
の
労
使
関
係
の
変
容
過
程
｣
は
'

一
九

二
〇
年
代
の
協
調
主
義
的
労
使
関
係
が

一
九
三
〇
年
前
後
か
ら
の
労
働
者

側
で
の
不
満
の
高
ま
り
と
'
経
営
者
側
の
国
家
主
義
的
理
念
の
強
調
に
よ

っ
て
変
質
し
て
い
-
の
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
｡
西
成
田
豊

｢満
州
事
変

(112
)

期
の
労
使
関
係
｣
も
'

一
九
三
〇
年
代
の
労
使
関
係
の
変
質
を
考
察
し
て

い
る
｡
ま
た
第
二
次
大
戦
期
に
お
け
る
労
使
関
係
の
政
府
統
制
を
扱
っ
た

(113
)

も
の
に
'
桜
林
誠

『産
業
報
国
会
の
組
織
と
機
能
』
と
'
小
島
恒
久

｢産

業
報
国
運
動
の
形
成
と
変
臥
川
)が
あ
っ
た
｡

こ
の
他
に
'
村
串
仁
三
郎

｢明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
の
普
及
｣
と

･明
治
期
に
お
け
る
友
子
制
度
普
及
の
必
然
先

),
同

｢明
治
期
に
お
け

る
友
子
の
組
織
と
機
能
此
J3
',
武
知
京
三

｢大
阪
市
営
交
通
事
業
の
展
開
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第22巻 第3号

(117
)

と
労
働
問
題
I

7
九
二
〇
年
代
の
動
向
を
中
心
と
し
て
｣
も
あ

っ
た
O

(そ
の
他
の
分
野
)

茄
E

大
石
嘉

一
郎
編

『近
代
日
本
に
お
け
る
地
主
経
営
の
展
開
』
は
'

一
四

名
の
執
筆
者
が
西
日
本
で
の
典
型
的
な
大
地
主

･
西
服
部
家
の
明
治
期
か

ら
第
二
次
大
戦
期
ま
で
の
土
地
と
貸
金
'
有
価
証
券
投
資
を
中
心
と
し
た

事
業
活
動
の
経
営
を
独
特
な
家
業
制
度
と
絡
ま
せ
て
分
析
し
た
も
の
で
'

優
れ
た
研
究
と
し
て
評
価
さ
れ
る
｡
西
日
本
の
地
主
経
営
に
つ
い
て
は
'

木
村
久
美
子

｢
興
隆

･
衰
退
期
に
お
け
る
地
主
経
営
の
展
開
1

香
川
県

(119
)

大
川
郡
佐
野
家
を
事
例
と
し
て
｣
も
あ

っ
た
｡

商
業
活
動
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
経
営
史
研
究
は
'
依
然
と
し
て
総
合

商
社
を
除
-
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
を
含
め
て
少
な
い
｡
西
川
武
臣

｢明
治
初
年
の
横
浜
生
糸
売
込
商
1

吉
村
屋
の
経
営
分
析
を
中
心
と
し

(捕
)

て

｣

は

'
私
信
を
通
じ
て

一
八
七

〇
年
前
後
の
輸
出
向
け
生
糸
市
場
の
不

況
時
に
お
け
る
代
表
的
売
込
商
の
事
業
経
営
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
｡

原
田
政
美

｢
戦
間
期
卸
売
市
場
を
め
ぐ
る
生
産
者

･
問
屋

･
小
売
商
-

Lm
｣

名
古
屋
青
果
争
議
分
析

｣

で
は
'
名
古
屋
市
内
の
青
果
卸
売
市
場
で
の
問

屋
支
配
に
対
す
る
小
売
商
や
生
産
者
に
よ
る
争
議
が
扱
わ
れ
て
い
る
｡
三

宅
順

1
郎

｢第
二
次
大
戦
前
の
中
小
企
業
運
動
と
企
業
者
意
乱
憲

二

九

一
〇
年
代
以
降
に
見
ら
れ
る
税
制
反
対
や
中
小
企
業
の
保
護
を
求
め
た

運
動
を
取
上
げ
た
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
ほ
か
に
'
戦
前
日
本
の
海
外
侵
略
に
関
わ
る
企
業
活
動
を
扱

っ
た

も
の
に
'
黒
瀬
郁
二

｢第

一
次
大
戦
期
に
お
け
る
東
洋
拓
殖
会
社
の
再
編

(
招

)

成

｣

､

安
部
惇

｢南
洋
庁
の
設
置
と
国
策
会
社
東
洋
拓
殖
の
南
進
-

南

(以
)

洋
諸
島
の
領
有
と
殖
民
政
策
㈱

｣

'

柳
沢
遊

｢
一
九
二
〇
年
代
前
半
期
の

(広
)

青
島
居
留
民
商
工

業

｣

が
あ

っ
た
｡

ま
た
'
会
計
史
と
重
な
る
分
野
の
研
究
で
は
'
久
野
秀
男

｢
わ
が
国
財

務
諸
表
の
生
成
に
関
す
る
事
例
研
究
-

先
駆
的
な
諸
株
式
会
社
の
考
課

議
E

状
に
よ
る
実
証

｣

'

山
口
不
二
夫

｢
日
本
郵
船
創
立
期

(明
治

一
九

-
二

(∽
)

六
年
)
財
務
諸
表
の

一
考
察

｣

を

見
出
せ
る
｡

㈱
第
二
次
大
戦
後
の
ビ
ジ
ネ
ス

戦
後
の
企
業
経
営
の
歴
史
を
め
ぐ
る
研
究
で
は
'
未
だ
今
日
ま
で
歴
史

分
析
と
現
状
分
析
の
間
に
明
確
な
境
界
が
引
か
れ
て
い
る
訳
で
は
必
ず
し

も
な
い
｡
敢
え
て
言
え
ば
'
両
者
の
相
違
は
'
戦
後
の
前
提
と
し
て
の
戦

中

･
戦
前
'
ま
た
高
度
経
済
成
長
期
を
め
ぐ
っ
て
は
'
そ
れ
に
先
立

つ
復

興
期
と
い
う
よ
う
に
'
先
行
し
た
過
去
か
ら
の
歴
史
的
連
続
性
に
つ
い
て

の
認
識
､
理
解
の
有
無
に
つ
い
て
の
程
度
が
究
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
よ

う
に
考
え
る
｡

そ
こ
で
'
こ
う
し
た
観
点
を
基
本
に
し
て
'
戦
後
経
営
史
の
研
究
を
取

議
四

り
上
げ
る
と
'
先
ず
正
木
久
司

『
日
本
的
経
営
財
務
論

』

は

'
日
本
企
業

の
経
営
財
務
が
戦
前
か
ら
戦
後
の

一
九
六

〇
年
代
頃
ま
で
資
本
市
場
の
未

成
熟
に
よ
る
間
接
金
融
偏
重
の
資
金
調
達
に
あ

っ
た
と
し
'
戦
後
と
戦
前

の
連
続
性
を
論
じ
て
い
る
｡
佐
藤
義
信

｢経
営
理
念
に
つ
い
て
の

一
考
察

(描
)

-

ー
ヨ
タ

･
イ
ズ
ム
を
中
心
に
し
て

｣

は

､
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
お
け
る

戦
前
の
創
業
期
以
来
の
経
営
理
念
と
歴
代
経
営
者
の
関
わ
り
方
'
そ
し
て
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経 営 史 学

今
日
ま
で
の
ト
ヨ
タ

･
イ
ズ
ム
の
形
成
を
検
討
し
て
い
る
｡
ま
た
小
林
正

(捕
)

彬

｢戦
後
日
本
の
経
営
理
念
-

政
府
と
企
業
田

｣
は

'
戦
後
日
本
企
業

の
経
営
理
念
を
有
力
な
経
済
団
体

(財
界
)
の
公
表
し
た
企
業
活
動
を
め

ぐ
る
諸
見
解
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
'
経
済
団
体
間
で
の
見
解
の
格
差
や

政
府
の
産
業
行
政
と
の
か
つ
て
な
い

一
体
化
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
｡
河

合

忠

彦

に

よ

る

英

文

の

論

文

｢
"A

T

entative
A
nalysis
o
f

B

usiness
･

g
o
v
e
rn
m
ent
R
e
la
tio
n
s
in
Ja
p
an-

T
h
e

Case
o
f
th
e

(1-1
)

Fed
eratioコ
Of
EcoコO
m
ic
O
rg
a
コ
iza
tioコ
(
N
)｣

は
'
こ
う
し
た
経
済
団
体

の
ひ
と

つ
に
つ
い
て
の
歴
史
を
扱

っ
た
も
の
で
あ
る
｡

こ
の
他
の
ケ
ー
ス

･
ス
タ
デ
ィ
的
な
業
績
と
し
て
は
'
桑
原
哲
也

｢
戦

後
日
本
繊
維
企
業
の
海
外
市
場
戦
略
-

東
洋
紡
績
会
社
の
事
例
を
中
心

(ぼ
)

に

｣

'

水
川
佑

｢寡
占
体
制
の
成
立
過
程
1

三
輪
車
メ
ー
カ
ー
を
中
心

3憐
C

に
し
て

｣

へ

平
地

一
郎

｢
一
九
五
九
年
争
議
と
鉄
鋼
業

『労
使
関
係
』
の

安
定
化
-

日
本
鋼
管
鶴
見
製
鉄
所
労
働
組
合
の
事
臥

J5
)が

見
ら
れ
る
.

ま
た
電
力
企
業
の
社
史
文
献
に
つ
い
て
の
サ
ー
ベ
イ
と
し
て
'
橘
川
武
郎

(描
)

｢
戦
後
電
力
会
社
史
の

一
考
察

｣

も
あ

っ
た
｡

(8
)

(9
)

(10
)

へ‖
)

(12
)

(13
)

(E
)

(15
)

(16
)

(17
)

(18
)

(19
)

(20
)

(21
)

(22
)

(23
)

(24
)

(25
)

『江
戸
の
民
衆
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館

桃
山
学
院
大
学

『経
済
経
営
論
集
』
二
七
巻
二
号

風
間
書
房

広
島
大
学

『教
育
学
部
紀
要
』
第

7
部
三
三
号

一
橋
大
学

『経
済
研
究
』
二
二
ハ
巻
三
号

関
東
学
院
大
学

『経
済
系
』

一
四
五
集

神
戸
大
学

『国
民
経
済
雑
誌
』

1
五
二
巻
五
号

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

『大
阪
大
学
経
済
学
』
三
五
巻

二
号

大
石
嘉

一
郎
編

『日
本
帝
国
主
義
史
仙
』
東
京
大
学
出
版
会

『専
修
経
営
学
論
集
』
三
九
号

専
修
大
学

『社
会
科
学
年
報
』

一
九
号

『専
修
経
営
学
論
集
』
四
〇
号

和
歌
山
大
学

｢経
済
理
論
』
二
〇
八
号

『大
阪
大
学
経
済
学
』
三
五
巻

一
号

『経
営
史
学
』
二
〇
巻

一
号

中
部
大
学

｢経
営
情
報
学
部
論
集
』

一
巻

一
号

中
部
大
学

『経
営
情
報
』
四
巻

一
号

7 6 5 4 3 2 1

東
京
大
学
出
版
会

吉
川
弘
文
館

三
一井
文
庫
論
叢
』

一
九
号

関
西
学
院
大
学

『商
学
論
究
』
三
二
巻
三
号

滋
賀
大
学

｢経
済
学
部
付
属
史
料
館
研
究
紀
要
』

一
八
号

京
都
産
業
大
学

｢経
済
経
営
論
叢
』
二
〇
巻
2

･
3
号

r社
会
経
済
史
学
し
五

丁
巻
三
号

(26
)

『三
井
文
庫
論
叢
』

一
九
号

(27
)

筑
波
大
学

『経
済
学
論
集
』

一
五
号

(28
)

日
本
経
済
新
聞
社

(
29)

『地
方
金
融
史
研
究
』

一
六
号

へ30
)
『大
分
大
学
経
済
論
集
』
三
六
巻
四
号

(31
)

同
'
三
六
巻
六
号

(32
)

同
'
三
七
巻

一
号

(33
)

『大
阪
大
学
経
済
学
』
三
五
巻

一
号

(34
)
(35
)

『地
方
金
融
史
研
究
』

一
六
号

(36
)

長
崎
大
学

『経
営
と
経
済
』
六
五
巻
2
･
3
号

87



第22巻 第3号

46454443424140393837

r大
阪
大
学
経
済
学
L
三
五
巻

一
号

明
治
学
院
大
学

r経
済
研
究
)
七
二
号

早
稲
田
大
学

r社
会
科
学
討
究
』
三

一
巻

一
号

明
治
学
院
大
学

｢経
済
研
究
』
七
三
号

r経
営
史
学
)
二
〇
巻
三
号

専
修
大
学

r経
営
研
究
所
報
』
六
五
号

r大
阪
大
学
経
済
学
』
三
五
巻

一
号

一
橋
大
学

r経
済
研
究
)
三
六
巻
三
号

r京
都
産
業
大
学
論
集
J

l
四
巻
二
号

標
本
寿
朗

･
武
田
時
人
編
著

r両
大
戦
間
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』

御
茶
の
水
書
房

/■~ヽヽ(((/一･ヽ( /一･ヽ( ( ( /ー＼
7574737271706968676665) ))ヽヽ._■/) ) ) ) ) ) )

久
留
米
大
学

r産
業
経
済
研
究
所
紀
要
L

t
四
号

前
掲

『両
大
戦
間
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
L

r熊
本
商
大
論
集
』
三

一
巻

t
二

言
了

茨
城
大
学

r教
養
部
紀
要
L

一
七
号

『社
会
経
済
史
学
』
五

一
巻
三
号

前
掲

｢両
大
戦
間
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』

r関
東
学
園
大
学
紀
要
』

一
〇
号

前
掲

『両
大
戦
間
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』

r青
山
経
営
論
集
』

一
九
巻
四
号

高
崎
経
済
大
学

『産
業
研
究
所
紀
要
』
二

一
巻

一
号

尼
崎
市
立
地
域
史
料
館

r地
域
史
研
究
』

一
五
巻

一
号

88

(47
)

r経
営
史
学
3

1
九
巻
四
号

(4
)

前
掲

r
日
本
帝
国
主
義
史
仙
』

(49
)

東
北
大
学

r研
究
年
報
経
済
学
』
四
七
巻
二
号

(50
)

同
へ
四
七
巻
三
号

(51
)

r社
会
経
済
史
学
L
五
〇
巻
五
号

(52
)

滋
賀
大
学

r彦
根
論
叢
』
二
三
四

･
五
号

(53
)

r経
営
史
学
L
二
〇
巻

一
号

(S
)
(55
)

前
掲

r両
大
戦
間
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』

(56
)

r社
会
経
済
史
学
L
五
〇
巻
六
号

(57
)

日
本
大
学

r経
済
集
志
』
五
五
巻
二
号

(EB
)

茨
城
大
学

r政
経
学
会
雑
誌
』
五
〇
号

(59
)

服
部
セ
イ
コ
ー

(60
)

日
本
福
祉
大
学

r研
究
紀
要
』
六
五
号

(61
)

東
京
大
学

r社
会
科
学
研
究
』
三
七
巻
三
号

(62
)

久
留
米
大
学

r産
業
経
済
研
究
』
二
六
巻

一
号

(63
)

r千
葉
商
大
論
叢
L
二
二
巻
四
号

(64
)

r大
東
文
化
大
学
紀
要
社
会

･
自
然
科
学
』
二
三
号

(76
)

前
掲

r両
大
戦
間
期
日
本
の
カ
ル
テ
ル
』

(77
)

長
崎
大
学

r経
営
と
経
済
』
六
五
巻
二

･
三
号

(78
)

『金
融
経
済
』
二

一
四
号

(79
)

r青
山
経
営
論
集
』
二
〇
巻
二

･
三
号

(80
)

信
託
協
会

『信
託
』

一
四
〇
'

一
四

一
'

一
四
二
号

(8
)

同
へ

7
四

二

一
四
三
号

(82
)

『経
営
史
学
』
二
〇
巻
三
号

(83
)

生
命
保
険
文
化
研
究
所

『文
研
論
集
』
七
三
号

(84
)

『経
営
史
学
』
二
〇
巻
二
号

(85
)

同
'

1
九
巻
四
号

(86
)

駒
沢
大
学

『経
営
学
部
研
究
紀
要
』

一
五
号

(87
)

大
東
文
化
大
学

『経
済
論
集
』
三
九
号

(88
)

『京
都
学
園
大
学
論
集
』

一
三
巻
三
号

(89
)
(90
)
(91
)
(92
)
(93
)
(94
)

『鉄
道
史
学
』
二
号

(95
)
(96
)

中
川
敬

1
郎
編

『両
大
戦
間
の
日
本
海
事
産
業
』
中
央
大
学

出

版

局

(97
)

『海
事
史
研
究
』
四
二
号
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r白
鴎
女
子
短
大
論
集
』

一
〇
巻
二
号

滋
賀
大
学

r彦
根
論
叢
1
二
三
四

･
五
号

r大
阪
大
学
経
済
学
』
三
五
巻

一
号

安
岡
重
明
他
著

r財
閥
の
比
較
史
的
研
究
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

｢関
東
学
院
大
学
経
済
学
部

一
般
教
育
論
集
』
六
号

龍
谷
大
学

r経
済
経
営
論
集
』
二
五
巻

一
号

r社
会
経
済
史
学
』
五

一
巻
四
号

前
掲

r財
閥
の
比
較
史
的
研
究
』

法
政
大
学

r経
営
志
林
』
二
二
巻

一
号

広
島
大
学

r経
済
論
叢
』
八
巻
三

･
四
号

r横
浜
市
立
大
学
論
叢
』
三
六
巻
二

二
二
号

r土
地
制
度
史
学
』
二
七
巻
四
号

同
志
社
大
学

r社
会
科
学
』
三
五
号

r土
地
制
度
史
学
L
I
l七
巻
二
号

一
橋
大
学

｢経
済
学
研
究
』
二
六
号

御
茶
の
水
書
房

九
州
大
学

r社
会
科
学
論
集
』
二
五
号

法
政
大
学

r経
済
志
林
』
五
二
巻
三

･
四
号
'
五
三
巻

言
下

同
､
五
三
巻
二
号

近
畿
大
学

r労
働
問
題
研
究
』
二
〇
号

御
茶
の
水
書
房

広
島
大
学

r史
学
研
究
』

一
六
九
号

r社
会
経
済
史
学
』
五

一
巻
五
号

同
志
社
大
学

｢社
会
科
学
』
三
五
号

大
阪
経
済
大
学

『中
小
企
業
季
報
』
五
二
号

r鹿
児
島
経
大
論
集
』
二
五
巻
四
号

r愛
媛
経
済
論
集
し
五
巻
二
号

久
留
米
大
学

r産
業
経
済
研
究
』
二
五
巻
四
号

13513413313213113]129128127126

学
習
院
大
学

｢経
済
論
集
』
二
二
巻
二
号

東
京
大
学
大
学
院

『経
済
学
研
究
』
二
八
号

税
務
経
理
協
会

名
古
屋
大
学

『教
養
部
紀
要
㈲
』
二
九
号

関
東
学
院
大
学

『経
済
系
』

一
四
三
集

学
習
院
大
学

『経
済
論
集
』
二

一
巻
三
号

京
都
産
業
大
学

『経
済
経
営
論
叢
』
二
〇
巻
二

二
二
号

『専
修
経
済
学
論
集
』

一
九
巻
二
号

東
北
大
学

『研
究
年
報
経
済
学
』
四
七
巻

一
号

『経
営
史
学
』

一
九
巻
四
号

(弘
前
大
学
)
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